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店内の一角で鹿屋の特産品を展示・
販売

鹿屋産をはじめ、県内各地
の焼酎が並ぶカウンター

独特の食感とめずらしい味
が大人気だった「だっきしょ
豆腐」

新鮮な「かのやカンパチ」
は来店者に大好評。

約 300 人が訪れたレセプションパーティー

内
の
「
か
の
や
き
よ
し
」
に
続
い

て
オ
ー
プ
ン
し
た
３
店
舗
目
の
飲

食
店
で
す
。

　

開
店
前
に
報
道
機
関
や
飲
食
店

関
係
者
な
ど
を
招
い
て
行
わ
れ
た

22
日
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ

ー
に
は
、
鹿
屋
か
ら
観
光
協
会
、

漁
協
、
農
協
な
ど
の
関
係
者
を
は

じ
め
、
同
店
に
郷
土
料
理
の
作
り

方
を
指
導
し
た
食
品
加
工
グ
ル
ー

プ
「
あ
っ
た
か
村
高
隈
」
の
メ
ン

バ
ー
も
参
加
。
来
店
者
の
目
の
前

で
カ
ン
パ
チ
を
さ
ば
い
た
り
、
だ

っ
き
し
ょ
豆
腐
を
振
舞
う
な
ど
し

て
一
緒
に
開
店
を
祝
い
ま
し
た
。

　

店
で
は
、
黒
豚
を
使
っ
た
と
ん

こ
つ
や
自
家
製
つ
け
揚
げ
、
き
び

な
ご
の
天
ぷ
ら
、
カ
ン
パ
チ
の
刺

　

８
月
23
日
、
東
京
の
代
々
木
駅

前
に
あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
ア
ネ
ッ

ク
ス
の
３
階
に
黒
豚
、
カ
ン
パ
チ
、

焼
酎
な
ど
、
鹿
屋
の
食
材
に
こ
だ

わ
っ
た
飲
食
店
「
本
家
か
の
や
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
「
本
家
か
の
や
」
は
、
鹿
屋
の

豊
か
な
自
然
で
育
て
ら
れ
た
農
畜

水
産
物
や
、
そ
れ
を
生
か
し
た
加

工
品
、
物
産
等
の
販
路
を
開
拓
し

よ
う
と
市
や
農
協
、
物
産
協
会
な

ど
10
団
体
で
構
成
す
る
「
か
の
や

ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
」
と
、
大

阪
や
首
都
圏
で
飲
食
店
を
展
開
す

る
株
式
会
社
バ
ル
ニ
バ
ー
ビ
と
の

協
同
に
よ
る
「
ア
マ
カ
ラ
鹿
屋
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
り
、
大
阪
市

の
「
か
の
や
篠
原
」、
東
京
丸
の

　

人
、
物
、
情
報
が
一
極
集
中
す
る
東
京
は
、
ま
さ
に
日
本
の
中

心
地
。
そ
ん
な
大
都
市
東
京
に
、
鹿
屋
を
愛
し

鹿
屋

と
い
う

名
前
を
看
板
に
し
て
、元
気
に
頑
張
っ
て
い
る
人
達
が
大
勢
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
、
東
京
で
活
躍
す
る
た
く
さ
ん
の

鹿
屋

の

中
か
ら
、鹿
屋
ブ
ラ
ン
ド
の
情
報
発
信
拠
点（
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
）

と
し
て
新
た
に
誕
生
し
た
飲
食
店
と
、
鹿
屋
を
こ
よ
な
く
愛
す
る

郷
土
出
身
者
会
を
紹
介
し
ま
す
。

身
を
は
じ
め
、
鹿
屋
の
田
舎
料
理

「
き
ぃ
こ
ん
」
な
ど
東
京
に
居
な

が
ら
に
し
て
「
鹿
屋
」
の
味
を
堪

能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
焼
酎
も
鹿
屋
産
を
メ
イ

ン
に
県
内
各
地
の
焼
酎
ま
で
各
種

取
り
揃
え
て
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
店
内
の
一
角
に

は
、
鹿
屋
産
の
み
そ
や
醤
油
、
お

菓
子
な
ど
の
特
産
品
や
、
市
内
の

加
工
グ
ル
ー
プ
の
手
作
り
品
、
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
置
い
て
あ
り
、

「
食
」
を
通
じ
た
首
都
圏
で
の
鹿

屋
ブ
ラ
ン
ド
の
情
報
発
信
拠
点
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

産
業
政
策
課

　

☎
０
９
９
４

－

31

－

１
１
６
４

東京で鹿屋が元気です

　

鹿
屋
の
味
を

　
　

自
信
を
持
っ
て

　
　
　
　

す
す
め
た
い

　
　

本
家
か
の
や　

女
将

　
　
　

新
田　

の
ゆ
り 

さ
ん

　鹿屋には、黒豚・野菜などの食材は
もちろん、味噌・醤油など良い素材が
たくさん揃っています。まさに鹿屋は、
食の宝庫だと思います。
　鹿屋で料理指導を受けた際、その素
材を作っている方や、料理をされるたく
さんの方とお会いしましたが、本当に
心の温かい方ばかりでした。だからこそ、
私達も自信を持って東京のお客様に鹿
屋の味をすすめることができます。　
　

　平成 17年11月に約 8,000
人が働く有楽町駅前の東京ビ
ル TOKIAの地下１階にオープン。
店舗正面には、生産者のパネル
が所狭しとはられ、鹿屋の食材
がＰＲされています。

東京都千代田区丸の内 2-7-3
東京ビルＴＯＫＩＡ　地下１階
　　　　　　☎ 03-5219-6616
【営業時間】　昼：11:00 ～15:00
　　　　　　夜：17:00 ～23:00

　平成16 年５月に、大阪のビ
ジネス街にオープン。４階建て
のビルが全て店舗となっており、
３階フロアーは、鹿屋の特産品
の展示・販売スペースとなって
います。

大阪府大阪市中央区平野町4-5-5
　　　　　　　☎ 06-6226-1810
【営業時間】　　16:00 ～24:00
　　　　　　　（日・祝定休）

　東京都渋谷区千駄ヶ谷５－24－３
　ＮＴＴドコモアネックスⅠ　３階
　　　　　　　　☎ 03-5363-5150
　　【営業時間】　昼：11:30 ～15:00
　　　　　　　　夜：17:00 ～23:30



　

関
東
地
区
に
は
、
鹿
屋
市
出
身

者
の
会
と
し
て
、
旧
１
市
３
町
の

出
身
者
ご
と
に
関
東
鹿
屋
会
、
関

東
輝
北
会
、
関
東
串
良
会
、
関
東

吾
平
会
が
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
会
で
は
、
出
身
者

同
士
お
互
い
の
懇
親
を
深
め
る
こ

と
は
も
と
よ
り
、
郷
土
の
発
展
を

願
う
こ
と
を
目
的
に
、
観
光
や
地

東京で鹿屋が元気です

元
特
産
品
の
販
売
な
ど
に
対
し
て

も
、
積
極
的
な
協
力
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
各
郷
土
出
身
者
会
の

会
長
に
、
鹿
屋
へ
の
思
い
な
ど
を

話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

関
東
鹿
屋
会

設　
　

立　

平
成
11
年

登
録
者
数　

約
１
，
２
０
０
人

坪水　実 会長（７0歳）
横浜市戸塚区在住

　かのや夏祭りの踊り連に毎年参
加するなど、故郷の人達との交流
や親睦を大切にしています。
　『鹿屋』の名前を全国広めるに
は、鹿屋出身の優れた人材が輩出
されることが大切だと思います。知
名度が上がれば、「かのやばら園」
などの観光素材を今まで以上に生
かしていくことも可能です。そのた
めにも鹿屋市の教育・スポーツ振
興に貢献したいですね。

関
東
串
良
会

村場 悦郎 会長（60 歳）
神奈川県小田原市在住

　関東串良会は、就職のため上京
してきた若者の心の拠り所になれ
ばと、昭和 30 年に設立された歴
史ある会で、最近は大学生も会に
参加するなどたいへん活発に活動
しています。
　東京から大隅を見たとき、鹿屋
の発展なしに大隅の発展はあり得
ないと思います。鹿屋市がリーダー
シップを取り、大隅半島全体を発
展させてほしいですね。

関
東
輝
北
会

園田 栄一 会長（80 歳）
東京都杉並区在住

　経済的にもつながりの深い１市３
町の合併で、理想的な新市が誕生
したと思います。
　今後、鹿屋が発展していくには、
まずは、鹿屋産のおいしい食材を
関東・関西にどんどん出荷して、鹿
屋の名前をもっと売り込むなど、今
ある『良いもの』を伸ばしていくこ
と、そして、企業誘致を進めて若
者の就職先を確保することが大切
だと思います。

関
東
吾
平
会

吉留 光雄 会長（65歳）
東京都練馬区在住

　『鹿児島弁』で腹を割って情報交
換できるのが、郷土出身者の会の
魅力です。鹿屋高校の野球部が県
大会の決勝に勝ち進んだ時も、「甲
子園が決まったら寄付はいくらすい
や」と盛り上がりました。
　故郷を離れたものにとって、故
郷の学校が活躍する姿を見るのに
は格別の思いがあります。これから
も鹿屋の学校が活躍するのを楽し
みにしています。

郷土出身者会の連絡先等に
ついては、鹿屋市東京事務
所へお問い合わせください。
【問い合わせ】
　鹿屋市東京事務所
　　　　☎ 03-3264-3210

設　
　

立　

昭
和
30
年

登
録
者
数　

約
４
５
０
人

設　
　

立　

平
成
13
年

登
録
者
数　

約
２
０
０
人

設　
　

立　

平
成
７
年

登
録
者
数　

約
３
０
０
人



KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS

　

８
月
５
日
、
大
阪
市
の
舞ま
い
じ
ま洲
ア

リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
（
平
成
18
年
度
全
国
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会)

の
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
女
子
決
勝
で
、
鹿
屋
中
央

高
校
が
、
大
阪
国
際
滝
井
高
校
を

３

－

１
で
下
し
、
鹿
児
島
県
勢
と

し
て
初
め
て
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
で
全
国
制
覇
を
成
し

遂
げ
ま
し
た
。

　

同
校
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
は

３
年
連
続
３
回
目
。
今
大
会
は
、

ノ
ー
シ
ー
ド
な
が
ら
春
の
選
抜
大

会
準
優
勝
の
京
都
橘
高
校
や
四
天

王
寺
高
校
な
ど
、
全
国
有
数
の
強

豪
校
を
破
っ
て
勝
ち
進
み
、
決
勝

で
は
昨
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
準
優

勝
校
の
大
阪
国
際
滝
井
高
校
と
対

戦
。
５
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
で
行
わ
れ

た
決
勝
は
２
セ
ッ
ト
連
取
の
後
、

接
戦
と
な
っ
た
３
セ
ッ
ト
目
を
逆

転
で
奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

落
胆
す
る
こ
と
な
く
持
ち
前
の
粘

り
強
く
拾
っ
て
つ
な
ぐ
全
員
バ

レ
ー
で
４
セ
ッ
ト
目
を
と
り
、
悲

願
の
初
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

８
月
７
日
に
は
、
優
勝
メ
ダ
ル

を
首
に
掛
け
、
優
勝
旗
や
優
勝
盾
、

賞
状
な
ど
を
持
っ
た
同
校
の
選
手

が
鹿
屋
市
役
所
を
表
敬
訪
問
。
日

本
一
の
笑
顔
で
優
勝
を
報
告
し
ま

し
た
。（

関
連
記
事
P
１
・
P
24
）

平
成
18
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子

優勝を決め喜びいっぱいの選手たち

決勝戦で熱戦を繰
り広げた選手たち

大勢の応援団が駆け付け、地元大
阪の対戦相手に負けない声援を送
りました。

８月７日に市役所を訪
れ優勝を報告。上屋
敷主将は「全員が一つ
になり、ボールを拾っ
てつなぐ自分たちのバ
レーができました」と、
大会を振り返りました。
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す
。

　

さ
ら
に
、
特
徴
を
出
す
た
め
、

フ
ィ
ー
レ
加
工
す
る
カ
ン
パ
チ

に
は
、
魚
特
有
の
臭
み
を
な
く

し
、
鮮
度
を
維
持
さ
せ
る
ポ
リ
フ

ェ
ノ
ー
ル
が
含
ま
れ
て
い
る
ば

ら
の
花
び
ら
の
エ
キ
ス
を
混
ぜ

た
餌
を
与
え
る
な
ど
、
鹿
屋
な
ら

で
は
の
付
加
価
値
を
付
け
る
取

り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
林
務
水
産
課

　

☎
０
９
９
４
ー
31
ー
１
１
１
９

　

市
産
業
政
策
課

　

☎
０
９
９
４
ー
31
ー
１
１
６
４

鹿屋沖には約 450 基の養殖カンパチのいけすが浮か
びます

日本一の大消費地東京の築地市場に出荷される
かのやカンパチ

いけすから水揚げされる活きのいいかのやカンパチ

全
国
第
２
位
の
水
揚
げ
量

を
誇
る
か
の
や
カ
ン
パ
チ

刺
身
や
す
し
ね
た
と
し
て
人
気

が
あ
る
カ
ン
パ
チ
は
、
温
暖
な
海

域
を
好
む
暖
流
魚
で
、
全
国
で
消

費
さ
れ
る
ほ
と
ん
ど
が
養
殖
に
よ

り
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　

　

平
均
水
温
22
・
４
度
と
海
水
が

暖
か
く
、
カ
ン
パ
チ
が
育
つ
の
に

最
適
な
環
境
が
整
っ
て
い
る
錦
江

湾
は
、
全
国
の
約
５
割
を
生
産
す

る
日
本
有
数
の
養
殖
カ
ン
パ
チ
の

産
地
と
し
て
有
名
。
潮
流
が
早
く
、

新
鮮
な
海
水
が
絶
え
ず
行
き
渡
る

こ
と
で
餌
の
一
つ
で
あ
る
天
然
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
が
豊
富
に
流
れ
込
む

ほ
か
、
潮
流
に
乗
っ
て
元
気
に
泳

ぎ
ま
わ
れ
る
た
め
、
身
が
し
ま
り
、

天
然
に
近
い
お
い
し
い
カ
ン
パ
チ

が
育
ち
ま
す
。

鹿
屋
市
の
養
殖
カ
ン
パ
チ
の
水

揚
げ
量
は
、
垂
水
市
に
つ
い
で
、

全
国
第
２
位
。
適
度
に
脂
が
の
っ

た
上
品
な
味
が
特
徴
の
鹿
屋
の
カ

ン
パ
チ
は
、「
か
の
や
カ
ン
パ
チ
」

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
名
で
関
東
や
関

西
な
ど
全
国
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま

す
。

需
要
に
応
え
る
新
た
な
取

り
組
み

　

鹿
屋
市
の
カ
ン
パ
チ
養
殖
は
、

昭
和
56
年
に
始
ま
り
、
昭
和
63
年

か
ら
県
内
各
地
に
先
駆
け
て
本
格

的
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

以
来
、
市
場
価
格
が
良
い
事
な

ど
か
ら
、
カ
ン
パ
チ
養
殖
が
盛
ん

に
な
り
、
現
在
、
鹿
屋
市
漁
業
協

同
組
合
で
は
、
31
経
営
体
が
カ
ン

パ
チ
養
殖
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
、
近
隣
市
町
の

魚
種
転
換
や
他
県
の
台
頭
等
に

よ
り
魚
価
低
迷
が
危
惧
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
漁
業
協
同
組
合

で
も
消
費
者
ニ
ー
ズ
や
流
通
形

態
の
変
化
に
よ
る
新
た
な
需
要

に
応
え
る
た
め
、
料
理
し
や
す
い

大
き
さ
に
加
工
す
る
フ
ィ
ー
レ

（
三
枚
お
ろ
し
）
加
工
施
設
を
整

備
。
三
枚
お
ろ
し
の
カ
ン
パ
チ
を

真
空
パ
ッ
ク
に
し
た
新
た
な
商

品
を
開
発
し
、
売
り
込
ん
で
い
ま

平成16 年漁穫量（t）

垂水市漁協 7,658

鹿屋市漁協 5,006

根占町漁協 2,850

平成 16 年漁穫量（t）

鹿児島県 27,369

香川県 4,254

宮崎県 4,167

※統計データは市林務水産課が試算

　カンパチが水揚げできる大きさ（魚体重3.0kg
～4.0kg）に育つまで約１年半から２年かかりま
す。この間、海水の温度や生育状況などを見な
がら餌の量や作業内容を変え、水揚げする時期
を決めていきます。
　この仕事を始めて15 年。カンパチ養殖の朝
は早く、朝５時には船をだしています。いつも
心がけていることは、海との共生です。私を含
めて養殖に携わる誰もが、海との共生を抜きに
して質の良いカンパチが育てられないと知って
います。そのためにも、きれいな海を守り続け、
いつまでもおいしい「かのやカンパチ」を育て
ていきたいですね。

いつまでもおいしい
カンパチを育てたい

鵜瀬　芳昭さん（41歳）
　　　　　　　　  古江町

カンパチを三枚おろ
しにする加工班

真空パックして出荷
されるかのやカンパ
チフィーレ
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高
額
療
養
資
金
貸
付
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

　

70
歳
未
満
の
人
で
１
か
月
の
病

院
等
で
支
払
う
一
部
負
担
金
が
入

院
等
で
高
額
に
な
り
支
払
い
が
困

難
な
場
合
は
、
自
己
負
担
限
度
額

を
超
え
る
一
部
負
担
金
を
市
が
病

院
へ
支
払
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法

　

保
険
証
、
印
鑑
、
請
求
書
を
持

っ
て
国
保
介
護
課
又
は
各
総
合
支

所
健
康
福
祉
課
窓
口
で
お
申
し
込

み
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
を
交
付
し
ま
す

　

70
歳
以
上
及
び
老
人
保
健
で
医

療
を
受
け
る
人
で
、
世
帯
主
及
び

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
人

に
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。
病
院

で
減
額
認
定
証
を
提
示
す
れ
ば
、

食
事
代
が
減
額
さ
れ
、
一
部
負
担

金
の
支
払
い
は
世
帯
ご
と
の
限
度

額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
国
保
介
護
課

　

☎
０
９
９
４

－

31

－

１
１
６
２

国の医療制度改正に伴い、平成18年10月１日から、
医療費の負担割合などが変更されます。

自己負担割合の変更（70歳以上の人）

受給者証の発送について
●国民健康保険被保険者証兼高齢受給者証をお持ちの方
　９月中に３割負担に変更された保険証を郵送します。

●老人医療受給者証をお持ちの方
　変更後の負担割合が記入された受給者証を、すでに郵送し
　ています。

高額療養費の自己負担限度額の変更
７０歳未満の人

所　得　区　分 自 己 負 担 限 度 額
現行（平成18 年９月30日まで） 改正後（平成18 年10月１日から）

住民税課税世帯

上位所得者
注１

139,800 円＋（医療費－
466,000 円）×１％
（77,700 円）

150,000 円＋（医療費－
500,000 円）×１％
（83,400 円）

上位所得者以外の人
72,300 円＋（医療費－
241,000 円）×１％
（40,200 円）

80,100 円＋（医療費－
267,000 円）×１％
（44,400 円）

住民税非課税世帯の人 35,400 円（24,600 円） 35,400 円（24,600 円）

※（　）は、過去12月以内に４回以上該当した場合の４回目以降の金額。
注１ 70 歳未満の上位所得者
　　総所得金額が 600万円を超える世帯又は所得の申告がない世帯

７０歳以上の人

所　得　区　分

自 己 負 担 限 度 額
現行（平成18 年９月30日まで） 改正後（平成18 年10月１日から）

外来
（個人ごとに計算）

入院及び世帯ご
との限度額

外来
（個人ごとに計算）

入院及び世帯ご
との限度額

上位所得者
注２

40,200 円

72,300 円＋
（医療費－

361,500円）×１％
（40,200 円）

44,400 円

80,100 円＋
（医療費－

267,000円）×１％
（44,400 円）

一　　　般 12,000 円 40,200 円 12,000 円 44,400 円
低所得者Ⅱ 8,000 円 24,600 円 8,000 円 24,600 円
低所得者Ⅰ 15,000 円 15,000 円

※（　）は、過去12月以内に４回以上該当した場合の４回目以降の金額。

注２ 70 歳以上の上位所得者
　　同一世帯に課税所得が145万円以上の70 歳以上の人又は老人保健で医療を受ける人がいる世帯。ただし、年収　
　　が複数世帯で520万円未満、単身世帯で383万円未満の人は、申請すれば一般の区分になります。

人工透析を要する人の自己負担額の変更（70歳未満の人）
　70歳未満の人工透析が必要な国保被保険者で、上位所得
者がいる世帯に属する人の１か月の自己負担限度額が変わりま
す。
※特定疾病療養受療証をお持ちの方へは、９月中に新しい特
定疾病療養受療証を郵送します。

１０，０００円（９月30日まで）

　　　　
２０，０００円（10月１日から）

療養病床の食費及び居住費負担の変更（70歳以上の人）　

※難病等（人工呼吸器や四肢麻痺が見ら
れる状態など）の人は現行どおり食費
相当分のみの負担となります。

食事及び居住費の月額の標準負担額
現行

（食事のみ）
改正後

（食事・居住費）
上位所得者 24,000 円 52,000 円
一　　　般 24,000 円 52,000 円
低 所 得Ⅱ 20,000 円 30,000 円
低所得Ⅰ② 10,000 円 22,000 円
低所得Ⅰ① 10,000 円

※低所得者Ⅰ①の区分は、老齢福祉年金受給者が対
象です。低所得者Ⅰ②の区分は、老齢福祉年金受
給者以外の低所得者Ⅰの区分の人が対象です。

出産育児一時金の支給額の変更
　国保の被保険者が出産したとき、世帯主に支給される出産
育児一時金の支給額が変わります。

※妊娠 84日以上であれば、死産・流産（この場合、医師の証明が
必要）を問わず支給します。ただし、他の健康保険などから出産
育児一時金が支給される人（健康保険などの加入期間が１年以上
あり、退職後半年以内に出産した場合）には、国保からは支給さ
れない場合があります。

1

2

3

4

5

食費のみ負担　　　（９月30日まで）

　　
食費＋居住費を負担（10月１日から）

　70歳以上の人が療養病床に入院した場合の１か月の標準負
担額が変わります。

３００，０００円（９月30日までの出産）

　　　
３５０，０００円（10月１日以降の出産）

　国民健康保険被保険者証兼高齢受給者証を持っている
人及び老人医療受給者証を持っている人で、現在、２割負
担の人は３割負担に変わります。２割負担（９月30日まで）

　　　　
３割負担（10月１日から）

国民健
康保険

被保険
者証

　兼　
高齢受

給者証



【問い合わせ】市地域政策課
　　　　　　　☎ 0994-31-1154

鹿
屋
市
バ
ス
路
線
検
討
委
員
会
を
開
催

新生児にも安心して
　　　使用できるチャイルドシート

８月 23 日に開催された第２回鹿屋市バス路線検討委
員会

10

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
貸
出
し

道
路
交
通
法
の
規
定
に
よ
り
、

乳
幼
児
に
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
乳
児
か
ら
使
用
で

き
る
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
高
価

で
、
使
用
期
間
が
短
い
の
が
現
状

で
す
。

そ
こ
で
市
で
は
、
新
生
児
に
も

対
応
す
る
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

貸
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

か
の
や

対
象
者

○
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

○
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
人

○
着
用
対
象
と
な
る
１
歳
未
満
の

乳
児
を
乗
車
さ
せ
て
自
動
車
を

運
転
す
る
必
要
の
あ
る
人

○
乳
児
の
体
重
が
3.4
㎏
以
上

○
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
装
着
で

き
る
自
動
車
を
使
用
し
て
い
る

人
（
一
部
装
着
で
き
な
い
自
動

車
が
あ
り
ま
す
）

使
用
料

　

無
料

貸
出
期
間

使
用
対
象
児
が
満
１
歳
を
迎
え

る
ま
で
の
間

受
付
場
所

　

市
子
育
て
支
援
課
、
市
保
健
相

談
セ
ン
タ
ー
、
市
児
童
セ
ン
タ
ー
、

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

受
付
時
に
必
要
な
も
の

　

運
転
免
許
証
、
印
鑑

返
納
方
法

返
納
時
は
、
本
体
カ
バ
ー
の
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
、
指
定
業
者
に
よ

る
点
検
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
費
用
は
利
用

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
帰
省
等
で
短
期
間
の
利
用
を
希

望
す
る
人
へ
も
貸
出
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
子
育
て
支
援
課

　

☎
０
９
９
４

－
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－

１
１
３
４

　

８
月
23
日
、
バ
ス
路
線
廃
止
問

題
に
つ
い
て
協
議
す
る
第
２
回
鹿

屋
市
バ
ス
路
線
検
討
委
員
会
が
市

役
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
廃
止
対
象
路
線
60
系

統
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
運
行
ル

ー
ト
を
基
本
に
、
財
政
的
な
問
題

や
利
用
状
況
、
市
民
の
意
向
等
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
バ
ス
路
線
の
存

続
・
廃
止
を
検
討
す
る
こ
と
と
し

て
、
特
に
通
院
や
通
学
を
運
行
目

的
と
す
る
系
統
は
存
続
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
存
続
の
方
法
と
し

て
は
、
ま
ず
県
補
助
の
代
替
バ
ス

事
業
に
よ
る
存
続
を
優
先
し
、
次

に
存
続
系
統
や
県
の
代
替
バ
ス
系

統
の
ダ
イ
ヤ
変
更
等
に
よ
り
確
保

を
図
り
、
そ
の
他
の
廃
止
予
定
系

統
に
つ
い
て
は
市
独
自
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
に
よ
る
運
行
を
検
討

す
る
こ
と
な
ど
が
市
か
ら
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
で
は
、
報
告
さ
れ
た

バ
ス
路
線
の
維
持
確
保
方
策
や
市

独
自
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行

の
基
本
方
針
な
ど
市
の
考
え
を
了

承
。
次
回
会
議
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
等
の
運
行
計
画
な
ど
に

つ
い
て
検
討
す
る
予
定
で
す
。　

系　　統 内　　　　　容 系統数

存続系統 国庫補助事業によりバス事業
者が自主的に存続させる系統 13

廃止予定
系　　統
（60 系統）

存　続　対　応

県の代替
バス事業
（27 系統）

県の代替バス事業
により存続が図ら
れるもの

18
（17）
注２

県の代替バス事業
の通学バスとして
存続が図られるも
の　注１

９

存続系統及び県代替バス系統
のダイヤ変更等により確保が
図られるもの

21
（22）
注２

上記により対応できないため、
市独自のコミュニティバス等
により対応を検討するもの

12

合　　　　　計 73
注１通学に利用されている系統については、県代替バス事業
　の対象要件緩和が県において検討されています。
注２（　）書きについては、検討委員会後に関係市町間にお
　いて再調整・確認された系統数です。

市の路線バス維持確保の対応



８月 10 日に初開催された鹿屋市安全・安心まち
づくり推進協議会

８月 23 日に初開催された鹿屋市国民保護協議会
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鹿
屋
市
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
を
開
催

　

市
で
は
、
市
民
の
生
命
、
身
体

及
び
財
産
に
危
険
を
及
ぼ
す
犯

罪
、
事
故
、
災
害
等
を
未
然
に
防

止
し
、
市
民
が
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
今
年
１
月
に

「
鹿
屋
市
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く

り
条
例
」
を
施
行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
に
基
づ
き
、
地
域
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
推
進
、
防
犯
・

防
災
に
関
す
る
講
習
会
等
の
開
催

な
ど
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
に
協
議
・
検
討

を
行
う
鹿
屋
市
安
全
・
安
心
ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議
会
（
竹
川
鉄
舟

会
長
）
が
発
足
。
８
月
10
日
に
初

め
て
の
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

会
で
は
、
山
下
市
長
が
委
嘱
状

を
交
付
し
、「
日
常
生
活
の
中
で

起
こ
る
犯
罪
等
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
に
も
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
連
携
し
て
地
域
を
支
え
あ
う
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
も

忌
た
ん
の
な
い
意
見
を
出
し
て
く

だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、

鹿
屋
市
国
民
保
護
協
議
会
を
開
催

　

市
で
は
、
平
成
16
年
６
月
に
施

行
さ
れ
た
国
民
保
護
法
に
基
づ

き
、
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措

置
に
関
す
る
市
民
の
意
見
の
聴
取

及
び
施
策
の
総
合
的
な
推
進
の
た

め
、
今
年
６
月
に
「
鹿
屋
市
国
民

保
護
協
議
会
条
例
」
を
施
行
し
ま

し
た
。

　

こ
の
条
例
に
基
づ
き
、
武
力
攻

撃
事
態
や
緊
急
対
処
事
態
が
発
生

し
た
場
合
の
「
警
報
の
伝
達
、
避

難
実
施
要
領
の
策
定
」「
救
援
の

実
施
、
安
否
情
報
の
収
集
及
び
提

供
」「
避
難
の
指
示
、
警
戒
区
域

の
設
定
」
な
ど
重
要
事
項
の
審
議

や
市
長
へ
の
意
見
・
提
言
、「
鹿

屋
市
国
民
保
護
計
画
」
の
策
定
に

係
る
審
議
等
を
行
う
鹿
屋
市
国
民

保
護
協
議
会
（
山
下
栄
会
長
）
が

発
足
。
８
月
23
日
に
初
め
て
の
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
山
下
市
長
が
委
嘱
状

を
交
付
し
、「
安
全
・
安
心
な
地

域
社
会
の
確
保
の
た
め
に
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
意
見
を
出
し
て
く

だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
や
自
主
防
災

組
織
な
ど
の
取
り
組
み
状
況
や
今

後
の
取
り
組
み
案
な
ど
に
つ
い
て

協
議
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
竹
之
下

鹿
屋
警
察
署
長
が
「
管
内
に
お
け

る
犯
罪
・
情
勢
等
」
に
つ
い
て
講

演
。「
地
域
の
安
全
・
安
心
を
確

保
す
る
た
め
に
、
犯
罪
の
起
こ
し

に
く
い
地
域
を
つ
く
る
こ
と
が
重

要
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
自
治
防
災
課

　

☎
０
９
９
４
ー
31
ー
１
１
２
４

事
務
局
か
ら
「
国
民
保
護
法
」
の

概
要
説
明
と
、
平
成
19
年
３
月
に

予
定
し
て
い
る
「
鹿
屋
市
国
民
保

護
計
画
」
策
定
へ
向
け
た
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
が
示
さ
れ
、
活
発
な
協
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
自
治
防
災
課

　

☎
０
９
９
４
ー
31
ー
１
１
２
４

講演を行った竹之
下鹿屋警察署長

委員への委嘱状交付委員への委嘱状交付
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『
Ｆ
Ｍ
か
の
や
』
が
開
局
し
ま
し
た

　

６
月
23
日
か
ら
試
験
放
送
を
行

っ
て
い
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
の
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
が
放
送
免
許
の

交
付
を
受
け
、
８
月
４
日
、「
Ｆ

Ｍ
か
の
や
」
が
開
局
し
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
は
、
市
町

村
の
一
部
を
対
象
と
す
る
小
規
模

な
Ｆ
Ｍ
放
送
で
、
県
内
で
は
鹿
児

島
市
の
「
鹿
児
島
シ
テ
ィ
エ
フ
エ

ム
」
に
つ
い
で
２
局
目
。
周
波
数

は
77
・
２
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
で
、
市
内

の
約
３
万
世
帯
で
受
信
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

大
隅
半
島
で
は
「
Ｆ
Ｍ
か
の
や
」

と
同
じ
日
、
肝
付
町
に
「
Ｆ
Ｍ
き

も
つ
き
」（
80
・
２
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）

が
開
局
。
志
布
志
市
で
も
開
局
準

備
（
78
・
１
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
３
局
の
共

同
運
営
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
お
お
す

み
半
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
Ｆ
Ｍ
か
の
や
」
で
は
、
各
種

情
報
番
組
や
音
楽
番
組
、
市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
自
主
制
作
番

組
な
ど
を
中
心
に
24
時
間
放
送
を

公
共
下
水
道
の
整
備
状
況
を
公
表
し
ま
す

実
施
。
西
原
４
丁
目
に
あ
る
ス
タ

ジ
オ
に
は
、
開
局
以
来
一
日
平
均

約
20
人
が
訪
れ
番
組
に
出
演
す
る

な
ど
、
市
民
の
交
流
の
場
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

お
お
す
み
半
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　
　

放
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

☎
０
９
９
４
ー
41
ー
１
４
８
５

FAX
０
９
９
４
ー
41
ー
０
３
７
０

　周波数は

77.2MHz

メ
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を

務
め
る
前
原
さ
と
み
さ
ん
。

　

私
た
ち
の
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
雑
排
水
や
工
場
な
ど
で
発
生
し

た
汚
水
は
、
そ
の
ま
ま
川
や
海
に

流
す
と
環
境
汚
染
の
原
因
と
な
り

ま
す
。
公
共
下
水
道
は
、
私
た
ち

が
汚
し
た
水
を
処
理
し
、
き
れ
い

な
水
に
よ
み
が
え
ら
せ
て
川
や
海

に
か
え
し
て
く
れ
る
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
重
要
な
施
設
で
す
。

　

市
で
は
、
今
後
も
公
共
下
水
道

の
整
備
の
促
進
に
よ
り
河
川
な
ど

の
水
質
改
善
を
図
る
計
画
で
す
の

で
、
公
共
下
水
道
の
整
備
区
域
に

お
住
ま
い
の
人
で
、
下
水
道
へ
未

接
続
の
人
は
、
ぜ
ひ
接
続
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。（
公

共
下
水
道
整
備
後
３
年
以
内
で
の

接
続
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
）

　

ま
た
、
市
で
は
、
公
共
下
水
道

認
可
区
域
以
外
の
住
宅
や
事
業
所

に
、
生
活
排
水
対
策
と
し
て
合
併

浄
化
槽
の
設
置
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
住
宅
へ
小
型
浄
化
槽
を
設

置
す
る
場
合
に
は
、
補
助
制
度
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

総人口 　105,512 人

汚水処理人口 　  43,283 人（普及率 41％）

内　　　　　　　訳

公共下水道 農業集落排水 合併浄化槽

13,273 人 1,011 人 28,999 人

12.6％ １％ 27.5％

●平成 17年度末の市の汚水設備整備状況

17 年度末 第５期計画 全体計画
整備面積 359.07ha 784ha 1,348ha
汚水処理

区域内人口
13,273 人 24,200 人 43,600 人

整備率
（全体）

26.6％ 58.2％

市の公共下水道整備計画

【問い合わせ】
　市下水道課　☎ 0994-31-1133

　市では、昭和54年に公共下水道の基本
計画を策定し、公共下水道の整備を進め
ています。具体的な整備については、平
成17年度に、第５期計画（平成17年度～
平成23年度）を策定し、引き続き事業を
進めています。
※平成18年度の整備区域は、寿３・７丁目、
北田町、西原１丁目、古前城町、王子町、
上谷町の各一部35.56haの予定です。
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　８月６日、高須町で市の無形民俗文化財に指定さ
れている伝統の舞『刀

かっなめ

舞』の行列が町内を練り歩き
ました。
　刀舞は５つの舞（長刀舞、刀舞、弓舞、田の神舞、
鬼神舞）の総称で100年以上の歴史を持つ伝統行事。
勇壮な長刀舞を先頭に小学生が踊る刀舞、中学生が
踊る弓舞、ひょうきんな踊りで笑いを誘う田の神舞、
そして最後に鬼神面をかぶり豪快に踊る鬼神舞が続
く約100人の行列は、真夏の炎天下のもと汗だくに
なりながら４時間ほどかけて町内約６kmを巡行し、
伝統の舞を披露しました。

伝統の舞を披露

50回目を迎えた
　　　中学新人野球大会
　８月２日から５日の４日間、第50
回記念大隅地区中学新人野球大会が、
輝北町上百引の輝北運動場と百引中
第二グラウンドで開催されました。
　この大会は、青少年の健全育成と
技術向上を目的に昭和32年に始まっ
た伝統ある野球大会で、今年は50回
目の記念大会。猛暑の中、大隅半島
全域から参加した32チームが連日熱
戦を繰り広げた結果、第一鹿屋中学
校が見事優勝を勝ち取りました。
　結果は次のとおりです。
優　勝＝第一鹿屋中学校
準優勝＝大崎第一中学校
３　位＝百引中学校、鹿屋中学校

決勝（第一鹿屋中対大崎第一中）

第50回記念大隅地区中学新人野球大会

準決勝（百引中対大崎第一中）

優勝した第一鹿屋中

準決勝（鹿屋中対第一鹿屋中）

ひょうきんな踊りで
観客の笑いをさそう
田の神

子供を脅かす鬼
神。これには子
どもが健康に育
つようにとの願
いが込められて
いるそうです。

真っ赤で恐ろしい形
相をした鬼神は迫力
満点！
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　８月15日、特別攻撃隊戦没者慰
霊塔がある小塚公園で終戦記念日
の集いが行われました。
　集いには、旧海軍の関係者や市
民など約30人が参列。１分間の
黙とうを捧げた後、主催した鹿屋
航空基地史料館連絡協議会の黒江
明男会長が「戦争の歴史を次代に
語り継がなければなりません」と
あいさつ。その後、参列者一人ひ
とりが戦没者の御霊に手を合わせ、
恒久の平和を願いました。

　８月３日から６日までの４日間、小中学生が大隅半島を自転車で巡る
2006サイクルアドベンチャー『シャカリキ』が開催されました。
　これは、（社）鹿屋青年会議所が子供たちに大隅半島の魅力を再発見
してもらうとともに、チャレンジ精神を養ってもらおうと初めて開催
したもの。子供たちは鹿屋中央公民館前を出発し、田代、内之浦、輝北、
垂水を３泊４日で巡る全行程約200kmのコースを、自転車で１日当た
り40km～60km走行。子供たちは、「一緒にゴールしよう」「自分に負
けるな」と励まし合いながら、参加した41人全員が完走を果たしました。

全行程200kmを
自転車で走破

　８月12日、輝北町下百引の輝北町平南校区公民館
広場で『きほく夏祭り』（輝北町青年同志会、平南校
区公民館主催）が開催されました。
　会場では、小中学生のダンスや地域住民の歌や踊り
が披露されたほか、歌手の岡崎ひろみさんによる歌謡
ショーなども開催。また、祭りの最後には花火が打ち
上げられ、会場は、お盆で帰省中の人や地元市民など
多くの人出でにぎわいました。

祭りの最後を飾った打ち上げ花火

岡崎ひろみ歌謡
ショー

同好会の皆さんによる
華麗なフラダンス

小中学生による元気
いっぱいのダンス

恒久の平和を願う

　８月６日、肝属川で第24回肝属
川クリーン作戦（小さな親切運動
鹿屋支部主催）が行われました。
　祓川町から吾平町馬込橋までの
流域約12kmで行われた肝属川の
清掃活動には、周辺の町内会や企
業、各種団体など80団体から約
1,600人が参加。１時間ほどかけ
て自転車などの粗大ごみや空き缶、
ビニール袋類、雑草など、汗をか
きながら約４トンのごみを回収し
ました。

約４トンのごみを回収

　８月５日・６日、吾平町で『美里あいら夏祭
り』（吾平町商工会主催）が開催されました。
　祭りは、５日の前夜祭（六月灯）を皮切りに、
６日はお神輿や町民踊り、花火大会などを実施。
町民踊りには約500人が参加し、吾平町商店街
を威勢の良い踊りで練り歩きました。また、月
見橋上流で開催された花火大会では、約3,000
発の花火が吾平の夜空を彩りました。

姶良川に写る花火がきれいな花火大会。

12チーム、500人が
参加した町民踊り。

小中学生が元気に担い
だお神輿。

鵜戸神社で行われた
前夜祭

　８月20日、吾平振興会館で、読
書グループの活動や本に興味を
持ってもらおうと『吾平地域読書
まつり』が開催されました。
　まつりには親子連れなど約80人
が参加。小中学生でつくるヤング
ボランティアクラブによる大型紙
芝居や鹿児島弁の昔話が行われた
ほか、下名親子読書会の「ねずみ
の嫁入り」にちなんだ、折り紙づ
くりや、押し花のしおりづくりな
ど多彩な催しが行われました。

本に興味を
持ってもらおう

　８月６日、西大手にある水神様
の湧き水に蛇口が設置され、誰で
も気軽に飲めるようになりました。
　西大手町商店街振興組合と西大
手町内会では、水源地として利用
されていたこともある水神様のほ
こらから湧き出る地下水が、保健
所の水質検査をクリアしたことか
ら、地域の名所にして活性化につ
なげようと蛇口を設置。利用する
人から「冷たくておいしい水」と
好評を得ています。

水
神
様
の
湧
き
水
を

地
域
の
名
所
に
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　８月27日、アマチュアバンド
のパフォーマンスを競うサマー
ミュージックフェスティバルが、
市文化会館で開催されました。
　フェスティバルには、31組が出
場し、フォークやロックなどの個
性あふれる歌と演奏を披露。審査
の結果、一般の部はマイクパフォー
マンスを披露した2106（ツトム）、
ティーンズの部はノリのいいリズ
ムで観客をわかせたPINOCCHIO 
BOXが大賞に輝きました。

　８月25日、市農業研修センター
で、平成18年度鹿屋市養豚生産者
研修会が開催されました。
　これは、養豚業を健全で安定的
に発展させていくために必要な、
地域環境と調和した養豚経営を学
ぼうと行われたもので、市内の養
豚農家約70人が出席。鹿児島大
学の出口栄三郎教授の「養豚経営
のポイント」と題した講演もあり、
出席者はメモを取りながら熱心に
聞き入っていました。

　９月１日の防災の日に先駆けて
集団災害事故に対する初動体制の
確立を図ろうと、８月27日、西大
手町の城山トンネルで集団災害事
故訓練が行われました。
　訓練は、震度６強の地震が発生
し、トンネル付近で多数の負傷者
がでたという想定で実施。大隅肝
属地区消防組合や鹿屋市消防団、
鹿屋市医師会など各関係機関から
77人が参加し、連携を取りながら
救助訓練や消火訓練を行いました。

養豚経営を学ぶ

トンネル事故を
想定して訓練

個性あふれる歌と
演奏を披露

　８月24日、串良町下小原の高良
橋から東串良町の第二有明橋まで
の約６kmをカヌーで下る肝属川
探検・カヌーツーリングが開催さ
れました。
　これは、自然体験と豊かな人間
性の育成を目的に行われたもので、
小中学生20人が参加。子供たちは、
穏やかな川の流れに乗り、水面か
ら飛び跳ねる魚や川べりの景色を
楽しみながら、約２時間のカヌー
ツーリングを楽しみました。

カヌーに乗って
自然を満喫

肝属支部消防操法大会に
代表チームが出場
　８月11日、霧島ヶ丘公園北口第
一駐車場で、平成18年度肝属支部
消防操法大会が開催されました。
　この大会は、消防団の消火技術
向上とともに、県大会への出場権
をかけ、肝属地区全市町の代表
チームが集結して行われるもの
で、鹿屋市からは鹿屋、輝北、串良、
吾平の各地区ごとに代表チームが
出場。小型ポンプの部とポンプ車
の部それぞれで日ごろの訓練の成
果を発揮し健闘しましたが、惜し
くも県大会への出場はかないませ
んでした。

吾平消防団

鹿屋消防団

串良消防団

輝北消防団

　９月１日の防災の日に大隅肝属
地区消防組合で、防犯・防火パト
ロール隊の発足式が行われました。
　この隊は、同組合の全職員153
人が、自家用車のドアに防犯・防
火パトロール中と表示したステッ
カーを装着し、通勤時等にパトロー
ルを実施しようと発足したもの。
式では、山中中央消防署長が「積
極的にパトロールし、子供達の安
心・安全に努めます」と決意を述べ、
早速パトロールに出発しました。

　９月３日、だいわ鹿屋店で救急
フェアーが開催されました。
　フェアーでは、県の防災ヘリに
よる救出訓練や救急資機材の展示、
はしご車の体験搭乗などが行われ
たほか、男性が胸を押さえて倒れ
たという想定で、応急手当コンテ
ストを開催。９チームが参加し
日ごろの練習の成果を競った結果、
大きな声でテキパキと対応した鹿
屋養護学校のチーム『柔』が最優
秀賞を獲得しました。

　９月２日、湯遊ランドあいらで
吾平集団災害事故訓練が行われま
した。
　訓練は、マイクロバスと乗用車
の正面衝突により多数の負傷者が
発生したという想定で実施。大隅
肝属地区消防組合、吾平消防団、
肝属東部医師会など各関係機関か
ら約120人が参加し、火災車両か
らの救助訓練や、防災ヘリコプター
による負傷者の搬送訓練等を行い
関係機関の連携を深めました。

応急手当コンテストを
開催

吾平集団災害事故訓練を
実施

　９月３日、姶良川の野峰橋下浅
瀬から月見橋までの約2.7kmを4人
１組で下る吾平地域カヌーラリー
2006が開催されました。
　これは、吾平地域の自然の再発
見と体力づくりなどを目的に行わ
れているもので、子どもの部と一
般の部に計18チームが参加。選手
達は、堤防沿いから応援する父母
等の声援を背に、たすき代わりの
カヌーを４人で乗り継ぎ合計タイ
ムを競い合いました。

カ
ヌ
ー
が
た
す
き
代
わ
り

青色回転灯を寄贈

　８月28日、県遊技業協同組合鹿
屋支部が防犯用青色回転灯50個を
寄贈しました。
　この回転灯は、多発している青
少年が巻き込まれる事件等を抑止
し、安全・安心な地域づくりに役
立て欲しいと贈られたもの。現在、
市内には34台の防犯用パトロール
車が回転灯を付けて活動中で、寄
贈された回転灯は市公用車等へ設
置するほか、現在使われている古
い回転灯を更新する予定です。

防犯・防火パトロール隊
が発足
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● 

日
時
＝
11
月
４
日
（
土
）
９
時

〜
14
時
45
分

　

※
鹿
屋
港
（
古
江
町
）
発
着

● 

対
象
者
＝
満
10
歳
（
小
学
校
４

年
生
）
以
上
の
人

● 

募
集
人
数
＝
55
人

● 

参
加
料

　

小
中
学
生
＝
５
０
０
円

　

高
校
生
以
上
＝
１
，
０
０
０
円

● 

応
募
方
法
＝
は
が
き
又
は
封
書

に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
（
小

中
学
生
は
学
年
ま
で
）
、
電
話

番
号
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
グ
ル
ー
プ
で
の
応
募
は
３
人
ま

で
可
能
で
す
。
代
表
者
が
分
か

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

応
募
締
切
＝
10
月
５
日
（
木
）

必
着

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

〒
８
９
０‒

８
５
７
７

　

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
10
番
１
号

　

錦
江
湾
み
ら
い
総
合
戦
略
推
進

　

協
議
会
事
務
局

　
（
県
庁
企
画
部
地
域
政
策
課
内
）

　

☎
０
９
９‒

２
８
６‒

２
４
２
４

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
を
公
募

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、

平
成
18
年
度
か
ら
「
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
「
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
」
を
実
施
す
る
事
業
者

を
公
募
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
る
「
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
公
募
に
つ
い

て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

説
明
会
の
案
内

● 

日
時
＝
９
月
27
日（
水
）

　
　
　

   

14
時
〜
16
時

● 

場
所
＝
鹿
屋
東
地
区
学
習
セ
ン

タ
ー

● 

申
込
方
法
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

掲
載
又
は
介
護
保
険
係
窓
口
に

備
え
て
あ
る
参
加
申
込
書
に
記

入
し
、
持
参
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

申
込
期
限
＝
9
月
25
日
（
月
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

市
国
保
介
護
課
介
護
保
険
係

　

☎
０
９
９
４‒

43‒
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　

内
線
３
７
５
２

　

Fax
０
９
９
４‒
41‒

０
７
０
１

ネ
パ
ー
ル
の
カ
ジ
ャ（
軽

食
）を
つ
く
ろ
う

　

カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
に
は
９
月

か
ら
10
月
ま
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ド

Information

Information

日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

2006 10月

消費税抜価格

地区名 性別  頭数（頭） 平均価格（円） 最高価格（円） 最低価格（円） 平均体重（kg）

平
成
18
年
度
マ
イ
バ
ッ

ク
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
や

リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
一
環
と

し
て
、
断
る
（R

リ
フ
ュ
ー
ス

efuse

）、
減
ら

す
（R

リ
デ
ュ
ー
ス

educe

）、
再
使
用
す
る

（R

リ
ュ
ー
ス

euse

）、
資
源
化
（R

リ
サ
イ
ク
ル

ecycle

）

の
４
Ｒ
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

県
に
お
い
て
も
、
10
月
１
日
か

ら
31
日
ま
で
の
１
か
月
間
は
「
マ

イ
バ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
し

て
、
買
い
物
の
際
に
買
物
袋
な
ど

を
持
参
し
、
レ
ジ
袋
の
使
用
を
減

ら
す
こ
と
で
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

ご
み
の
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
を

推
進
し
ま
す
。
買
い
物
の
際
に
は
、

次
の
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

①
も
し
レ
ジ
袋
を
も
ら
っ
た
ら
、

繰
り
返
し
使
い
ま
し
ょ
う
。

②
リ
サ
イ
ク
ル
商
品
や
簡
易
包
装

の
商
品
を
買
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

③
不
要
な
包
装
や
過
剰
包
装
は
断

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
生
活
環
境
課

　

☎
０
９
９
４‒

31‒

１
１
１
５

ミ
ニ
カ
、
中
国
、
ネ
パ
ー
ル
か
ら

の
研
修
生
が
日
本
語
研
修
の
た
め

に
滞
在
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
料

理
講
座
で
は
、ネ
パ
ー
ル
の
ナ
ニ
・

マ
イ
ヤ
さ
ん
と
一
緒
に
カ
ジ
ャ

（
軽
食
）
を
つ
く
り
ま
す
。

● 

日
時
＝
10
月
７
日
（
土
）
13
時

　

30
分
〜
15
時
30
分

● 

場
所
＝
カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

● 

参
加
料
＝
５
０
０
円

● 

応
募
方
法
＝
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又

　

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
込
み
く
だ

　

さ
い
。（
月
曜
日
休
館
）

● 

申
込
期
限
＝
９
月
30
日
（
土
）

● 

定
員
＝
30
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
４‒
45‒

３
２
８
８

　

Fax
０
９
９
４‒

45‒

３
２
５
８

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

kapic111@
po3.synapse.ne.jp

セ
イ
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
参
加
者
募
集

　

帆
船
「
あ
こ
が
れ
」（
大
阪
市

所
有
）
の
鹿
屋
港
へ
の
寄
港
に
伴

い
実
施
さ
れ
る
、
セ
イ
ル
・
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
へ
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

※
セ
イ
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、

帆
船
で
航
海
し
な
が
ら
、
帆
上

げ
作
業
や
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど

を
体
験
す
る
も
の
で
す
。

● 

参
加
資
格

　

ち
び
っ
こ
の
部
＝
中
学
生
以
下

　

一
般
の
部
＝
高
校
生
以
上

● 

申
込
方
法
＝
電
話
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

● 

申
込
期
限
＝
10
月
５
日
（
木
）

※
曲
目
は
問
い
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

星
の
ふ
る
さ
と
輝
北
ま
つ
り
実

行
委
員
会
事
務
局

（
輝
北
総
合
支
所
産
業
振
興
課
）

　

☎
０
９
９‒

４
８
６‒

１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　

内
線
２
６
０
２

身
体
障
害
者
を
対
象
と

す
る
鹿
児
島
県
職
員
採

用
選
考
試
験
の
実
施

● 

募
集
内
容
＝
一
般
事
務
及
び
教

育
事
務
各
１
人

● 

受
験
資
格
＝
左
記
の
す
べ
て
の

要
件
に
該
当
す
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
級
〜
６

級
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
・
昭
和
51
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

・
自
力
に
よ
り
通
勤
で
き
、
か
つ
、

介
護
者
な
し
に
職
務
の
遂
行

が
可
能
な
人

・ 

鹿
児
島
県
内
に
居
住
す
る
人

（
在
学
等
の
た
め
一
時
的
に
県

外
に
居
住
す
る
人
を
含
む
）

● 

受
付
期
間
＝
10
月
２
日
（
月
）

〜
16
日
（
月
）

● 

第
１
次
試
験
日
＝
11
月
19
日

（
日
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
試
験
案

内
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
及
び
受
験

申
込
も
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

鹿
屋
総
務
事
務
所

　

☎
０
９
９
４‒

43‒

３
１
２
１

緑
地
管
理
（
造
園
・
せ
ん

定
）
講
習
受
講
者
募
集

● 

日
時
＝
10
月
４
日
（
水
）〜
６

日
（
金
）
、10
日
（
火
）
〜
13
日

（
金
）
の
９
時
〜
17
時

● 

場
所
＝
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

● 

受
講
資
格
＝
60
歳
代
前
半
を
中

心
と
す
る
高
齢
者

● 

講
習
時
間
＝
40
時
間
（
７
日
間
）

● 

募
集
人
数
＝
20
人
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

● 

受
講
料
及
び
テ
キ
ス
ト
代
＝
無

料
● 

講
習
内
容
＝
造
園
全
般
、
育
苗
、

植
栽
、
整
枝
、
せ
ん
定
等
の
基

本
的
作
業
の
知
識
を
習
得
。

● 

申
込
期
限
＝
９
月
22
日
（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

（
社
）
鹿
屋
市
シ
ル
バ
ー
人
材

　

セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
４‒

40‒

３
３
８
２

霧
島
ケ
丘
公
園
レ
ス
ト

ハ
ウ
ス
の
出
店
者
募
集

　

霧
島
ケ
丘
公
園
の
レ
ス
ト
ハ
ウ

ス
で
飲
食
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
使
用
す
る
施
設
等
の

管
理
を
行
う
出
店
者
を
企
画
公
募

に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

● 

施
設
概
要

　

施
設
名
＝
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

　

構
造
・
面
積
＝
鉄
骨
平
屋
造

　

85
・
62
㎡

● 

募
集
期
間
＝
９
月
19
日
（
火
）

〜
29
日
（
金
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

市
公
園
課

　

☎
０
９
９
４‒

43‒

２
１
１
１

　
　
　
　
　
　

内
線
３
４
１
４

「
星
空
歌
謡
コ
ン
テ
ス

ト
」
参
加
者
募
集

　

星
の
ふ
る
さ
と
輝
北
ま
つ
り
実

行
委
員
会
事
務
局
で
は
、
11
月
４

日
（
土
）
に
輝
北
ま
つ
り
前
夜
祭

と
し
て
開
催
す
る
「
星
空
歌
謡
コ

ン
テ
ス
ト
」
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

● 

応
募
資
格
＝
市
内
外
を
問
い
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
申
込
者
多
数

の
場
合
は
、
市
内
を
優
先
し
て

抽
選
を
行
い
ま
す
。

介
護
保
険
要
介
護
認
定

調
査
員
（
嘱
託
職
員
）

を
募
集

● 

募
集
資
格
＝
看
護
師
（
准
看

護
師
含
む
）
又
は
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
等
の
資
格
を
有
す
る
人

で
、
自
動
車
普
通
免
許
を
持
っ

て
い
る
人

● 
募
集
人
員
＝
１
人

● 
勤
務
場
所
＝
輝
北
総
合
支
所

　

健
康
福
祉
課

● 

受
付
期
間
＝
９
月
13
日
（
水
）

〜
９
月
25
日
（
月
）

● 

申
込
方
法
＝
市
販
の
履
歴
書
を
、

輝
北
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
又

は
本
庁
国
保
介
護
課
に
提
出

● 

仕
事
内
容
＝
介
護
保
険
事
業
に

係
る
要
介
護
認
定
の
た
め
の
訪

問
調
査

● 

勤
務
時
間
＝
市
職
員
に
準
ず
る

● 

雇
用
期
間
＝
平
成
18
年
10
月
１

日
か
ら
平
成
19
年
３
月
31
日

● 

賃
金
＝
月
額
１
８
７
，５
０
０
円

※
面
接
等
に
つ
い
て
は
、
申
込
後
、

別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

輝
北
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

国
保
介
護
係　

　

☎
０
９
９‒

４
８
６‒

１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　

内
線
２
５
０
３

ïïïïï
ï

ï
ï

日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

2006 9月
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鹿屋警察署

職
種
ご
と
に
定
め
る
日

● 

実
施
職
種
＝
機
械
検
査
、
配
管
、

建
築
大
工
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧

送
施
工
な
ど
37
職
種

● 

実
施
等
級
＝
特
級
、
１
級
、
２

級
、
３
級
、
単
一
等
級

● 

申
請
書
受
付
期
間
＝
９
月
25
日

（
月
）
〜
10
月
６
日
（
金
）

● 

合
格
発
表
＝
平
成
19
年
３
月
13

日
（
火
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
児
島
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　

☎
０
９
９‒

２
２
６‒

３
２
４
０

事
業
所
・
企
業
統
計
調

査
の
お
知
ら
せ

　

10
月
１
日
に
、
す
べ
て
の
事
業

所
や
企
業
を
対
象
に
事
業
所
・
企

業
統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
事
業
所
及
び
企

業
の
産
業
、
従
事
者
規
模
等
の
基

本
的
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
統
計

調
査
で
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
な

ど
様
々
な
対
策
の
基
礎
資
料
と
し

て
活
用
さ
れ
ま
す
。
調
査
員
が
９

月
下
旬
か
ら
事
業
所
へ
伺
い
ま
す

の
で
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
自
治
防
災
課

　

☎
０
９
９
４‒

31‒

１
１
２
４

Information

家
電
品（
テ
レ
ビ
、冷
蔵

庫
、エ
ア
コ
ン
、洗
濯
機
）

引
き
取
り
場
所
の
変
更

　

10
月
２
日
か
ら
、
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
法
に
お
け
る
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の

指
定
引
き
取
り
場
所
が
変
更
に
な

り
ま
す
。

● 

変
更
前

　

㈱
エ
ス
ラ
イ
ン
九
州（
旭
原
町
）

　

☎
０
９
９
４‒

43‒

３
０
６
６

　
　
　
　
　

←

● 

変
更
後

　

久
留
米
運
送
㈱
鹿
屋
店
（
永
野

　

田
町
）

　

☎
０
９
９
４‒

41‒

６
２
５
１

※
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
従

来
ど
お
り
、
持
増
産
業
（
下

高
隈
町
☎
０
９
９
４

‒

45

‒

２
６
９
０
）
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
生
活
環
境
課

　

☎
０
９
９
４‒

31‒

１
１
１
５

平
成
18
年
度
後
期
技
能

検
定
の
実
施
に
つ
い
て

● 

試
験
日
時

・
実
技
試
験
＝
平
成
18
年
11
月
24

日
（
金
）
か
ら
平
成
19
年
２
月

18
日
（
日
）
ま
で
の
期
間
で
職

種
ご
と
に
定
め
る
日

・
学
科
試
験
＝
平
成
19
年
１
月
28

日（
日
）、31
日（
水
）、２
月
４
日

（
日
）、11
日（
日
）の
い
ず
れ
か
で
、

Information

※
ポ
リ
オ
発
生
国

　

ザ
イ
ー
ル
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、

エ
チ
オ
ピ
ア
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ

ラ
ン
、
ロ
シ
ア
、
ト
ル
コ
、
イ
ン

ド
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
、
ベ
ト

ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
健
康
増
進
課

　

☎
０
９
９
４‒

41‒

２
１
１
０

無
料
法
律
・
登
記
・
税

務
相
談
所
開
設

　

県
司
法
書
士
会
、
県
土
地
家
屋

調
査
士
会
及
び
南
九
州
税
理
士
会

鹿
児
島
県
連
合
会
で
は
、
10
月
１

日
「
法
の
日
」
の
記
念
事
業
と
し

て
、
無
料
法
律
・
登
記
・
税
務
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

● 

日
時
＝
10
月
３
日
（
火
）
10
時

　

〜
16
時

● 

場
所
＝
市
中
央
公
民
館

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会

　

（
上
山
事
務
所
）

　

☎
０
９
９
４‒

63‒

３
２
５
３

図
書
館
休
館
の
お
知
ら
せ

　

蔵
書
点
検
、
館
内
整
理
の
た
め
、

次
の
と
お
り
休
館
と
な
り
ま
す
。

● 

期
間
＝
９
月
26
日
（
火
）
〜
10

　

月
２
日
（
月
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
立
図
書
館

　

☎
０
９
９
４‒

43‒

９
３
８
０

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
追

加
接
種
に
つ
い
て

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
で
、
昭
和

50
年
か
ら
52
年
に
生
ま
れ
た
人
は
、

ポ
リ
オ
（
小
児
ま
ひ
）
の
定
期
予

防
接
種
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
免
疫
を
保
有
し
て
い
る
人
の

割
合
が
低
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
昭
和
50
年
か
ら

52
年
に
生
ま
れ
た
人
は
、

○
ポ
リ
オ
発
生
国
に
渡
航
す
る
時

○
子
供
が
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
を
受
け
る
時

な
ど
に
、
再
度
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

※
こ
の
場
合
の
予
防
接
種
は
、
法

律
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
任

意
で
す
の
で
、
自
費
に
な
り
ま

す
。

平成 18年度下半期ポリオ予防接種のお知らせ

●対象者＝生後満３月以上満 90月（７歳６か月）を超えてない人で、今までにポリオの予防接種を受けて

いない人又は１回しか受けていない人

●投与間隔＝ポリオ予防接種は、上半期を５月、下半期を９月～ 10月に実施を予定していますので、５月

と９月～ 10月又は９月～ 10月と翌年５月のいずれかの組合せで２回受けてください。また、１

回目を受けてその後２回目との間隔がかなり開いていても効果に変わりありませんので、生後満
90月以内であれば２回目を受けてください。

地区 実施会場 日　　　　　程 受付時間

鹿屋地区
鹿屋市医師会館

９月 29 日（金）・10 月３日（火）・
４日（水）・５日（木）・６日（金）・
11 日（水）・13 日（金）・17 日（火）・
18 日（水）・19 日（木） 13 時～ 13 時 30 分

鹿屋市保健
相談センター

９月 26 日（火）・27 日（水）・
28 日（木）・10 月 12 日（木）

輝北地区
輝北コミュニティ
センター

10 月 12 日（木）・13 日（金） 13 時 45 分～ 14 時

串良地区 串良保健センター
10 月 11 日（水）・12 日（木）・
13 日（金）

13 時～ 13 時 20 分

吾平地区 吾平保健センター
10 月 16 日（月）・18 日（水）・
23 日（月）・24 日（火）

13 時 15 分～ 13 時 30 分
13 時 45 分～ 14 時

●日程及び実施会場

【問い合わせ】　市健康増進課　☎ 0994-41-2110
　　　　　　　各総合支所健康福祉課

※吾平地区の受付時間は、接種医によって異なります。事前に確認してください。
※母子健康手帳を必ず持参してください。

名　　称 所　　在　　地
電　話　番　号

池田病院 下祓川町 1830
0994-43-3434

大隅鹿屋病院 新川町 6081-1
0994-40-1111

鹿児島
徳州会病院

鹿児島市下荒田 3丁目 8-1
099-250-1110

谷山生協
クリニック

鹿児島市谷山中央 5丁目 21-2
099-210-2211

ポリオワクチンの追加接種実施医療機関

※いずれの医療機関も予約が必要です。

鹿屋警察署の管轄区域が変わります
　10月１日から、旧輝北町、旧串良町の区域が鹿屋警察署の管轄になります。

●新管轄区域 ●運転免許の更新に関すること
①更新窓口（詳細は、更新連絡書を確認してください）
講　習
区　分 期　日 旧鹿屋市

旧吾平町 旧串良町 旧輝北町

優良・一般
違反・初回

９/30 以前 鹿屋署又は
教育センター

高山署又は
教育センター

大隅署又は
教育センター

10/ １以降 鹿屋署又は教育センター

②９月 30 日以前に申請した人は、申請した警察署で講習、免許証
の交付となります。

●各種許認可（車庫証明、道路使用許可、古物、風俗営業許可、銃
砲刀剣類所持等）に関すること
① 10 月１日以降の新規申請等については、新管轄の警察署で手続
きをしてください。
②変更日の間際に申請した人は、交付の警察署が異なる場合があり
ますので窓口で確認してください。
③旧管轄の警察署から交付されている書類等は、管轄区域変更後も
有効ですので、手続きの必要はありません。

●相談・要望等に関すること
① 10月１日以降は新管轄の警察署にご相談ください。
②継続中の相談については、新警察署が引き継いで担当します。

●事件・事故の届出に関すること
①10月１日以降の事件、事故の対応は新管轄の警察署が担当します。
②緊急の事件、事故等の場合は 110 番してください。

【問い合わせ】　鹿屋警察署　☎ 0994-44-0110

（旧大隅警察署から）

（旧高山警察
署から）

※優良運転者は、鹿児島市内３警察署を除く県内全ての警察署で申請できます。
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図
書
の
案
内

☎
０
９
９
４
─43
─９
３
８
０

　
　
　
　
　

※
９
月
26
日（
火
）〜
10
月
２
日（
月
）

　
　
　
　
　

ま
で
休
館
と
な
り
ま
す
。

癒
し
の
禅
語　
　
　
　
　
　
　
　

  

片
岡　

鶴
太
郎
著

”
書
く
力
“
で
子
ど
も
を
伸
ば
す　

   

樋
口　

裕
一
著

缶
詰
ク
ッ
キ
ン
グ　
　
　
　

  

ア
ッ
プ
オ
ン
編
集
部
編

囲
碁
の
新
常
識　
　
　
　
　
　
　
　

  

石
田　

芳
夫
著

地
下
鉄
（
メ
ト
ロ
）
に
乗
っ
て　
　

  

浅
田　

次
郎
著

あ
り
ふ
れ
た
風
景
画　
　
　
　
　

  

あ
さ
の
あ
つ
こ
著

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
蒲
生　
　
　
　
　

  

伊
藤　

た
か
み
著

三
四
郎
は
そ
れ
か
ら
門
を
出
た 　

 

三
浦　

し
を
ん
著

そ
し
て
、
だ
れ
も
・
・
・　
　
　
　
　

  

星　

新
一
作

な
ん
で
も
魔
女
商
会
⑥　
　
　

  

あ
ん
び
る
や
す
こ
作

☎
０
９
９
４
─58
─６
０
３
６

あ
た
た
か
い
愛
に
満
た
さ
れ
て
生
き
る
本

　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　

越
智　

啓
子
著

北
朝
鮮
に
潜
入
せ
よ  　
　
　
　
　
　
　

青
木　

理
著

子
ど
も
に
言
っ
た
言
葉
は
必
ず
親
に
返
っ
て
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

ハ
イ
ム
・
Ｇ
・
ギ
ノ
ッ
ト
著

愛
の
流
刑
地
（
上
・
下
巻
）　　

  　

  

渡
辺　

淳
一
著

ま
ん
げ
つ
の
よ
る
に　
　
　
　

  　
　

木
村　

裕
一
作

へ
ん
し
ん
ト
イ
レ　
　
　
　

  　

あ
き
や
ま
た
だ
し
作

ロ
ボ
ッ
ツ　

映
画
版　
　

  　

ケ
ー
ト
・
イ
ー
ガ
ン
文

あ
そ
び
な
が
ら
覚
え
る
英
語
ラ
ン
ド
（
全
５
巻
）

　
　
　
　
　
　

  　

Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
子
ど
も
知
育
研
修
所
編

☎
０
９
９
─４
８
６
─０
５
０
５

新
・
風
に
吹
か
れ
て　
　

  　
　
　
　

五
木　

寛
之
著

優
し
い
子
よ　
　
　
　
　
　
　

  　
　

大
崎　

義
生
著

オ
ー
ト
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン　

  　
　
　

金
原　

ひ
と
み
著

船
泊
ま
り
ま
で　
　
　
　
　

  　
　
　

片
山　

恭
一
著

こ
れ
な
ら
で
き
る
家
事
整
理
術　

  　

阿
部　

絢
子
著

私
が
売
ら
れ
た
日　

  　

ジ
ュ
リ
ア
ス
・
レ
ス
タ
ー
著

無
言
歌　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

赤
川　

次
郎
著

希
以
子　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

諸
田　

玲
子
著

ハ
ピ
ネ
ス　
　
　
　
　
　
　

  　
　

岳
本　

野
ば
ら
著

ビ
ー
ス
ト　
　
　
　
　
　
　

  　

ア
リ
ー
・
ケ
ネ
ン
著

☎
０
９
９
４
─63
─２
６
２
３

薩
摩
の
笑
い　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

日
高　

旺
著

時
計
を
捨
て
よ
う　
　
　
　

  　
　

三
宮　

麻
由
子
著

バ
カ
み
た
い
。　
　
　
　

  　
　
　
　

安
倍　

麻
美
著

た
ま
り
ま
せ
ん
な  　

伊
集
院
静
香
・
西
原
理
恵
子
著

義
足
の
ラ
ン
ナ
ー　

  　

島
袋　

務
・
栗
田　

智
美
著

山
い
っ
ぱ
い
の
き
ん
か　
　

  　
　
　

君
島　

久
子
文

そ
ろ
り
と
ん
ち
ば
な
し　
　

  　
　
　

小
暮　

正
夫
作

僕
も
人
間
君
も
人
間　
　
　

  　
　

吉
野　

源
三
郎
著

ど
っ
ち
ー
ぬ
く
ん　
　
　

  　

あ
き
や
ま
た
だ
し
作
絵

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
文
化
課

　

☎
０
９
９
４‒

31‒

１
１
６
７

コ
メ
デ
ィ
「
お
江
戸
で
ご

ざ
る
」

● 

日
時
＝
９
月
26
日
（
火
）

　

19
時
〜

● 

入
場
料
＝
４
，
８
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
】

　

Ｍ
Ｉ
Ｎ‒

Ｏ
Ｎ
鹿
屋

　

☎
０
９
９
４‒

32‒

０
６
２
２

第
９
回
鹿
屋
東
中
吹
奏
楽

部
定
期
演
奏
会

● 

日
時
＝
９
月
30
日
（
土
）

　

14
時
〜

● 

入
場
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
屋
東
中
学
校

　

☎
０
９
９
４‒

44‒

８
５
４
１

い
ろ
は
座
特
別
公
演

● 

日
時
＝
10
月
８
日
（
日
）

　

13
時
〜

● 

入
場
料

　

前
売
＝
３
，
０
０
０
円

　

当
日
＝
３
，
５
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
】

　

エ
ス
ケ
イ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

☎
０
９
０

‒

１
９
２
７

‒

７
４
０
２

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
発
売

　

今
年
も
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝

く
じ
が
全
国
の
宝
く
じ
売
り
場
で
、

１
枚
３
０
０
円
で
発
売
さ
れ
ま
す
。

●
発
売
期
間
＝
９
月
25
日
（
月
）

　

〜
10
月
13
日
（
金
）

※
売
り
切
れ
次
第
販
売
終
了
。

●
抽
選
日
＝
10
月
18
日
（
水
）

●
当
選
金

１
等
＝
１
億
５
千
万
円
×
26
本

前
後
賞
＝
各
２
千
５
０
０
万
円

２
等
＝
１
千
万
円
×
24
本

３
等
＝
１
０
０
万
円
×
２
６
０
本

４
等
＝
５
万
円
×
３
万
９
千
本

５
等
＝
１
万
円
×
26
万
本

６
等
＝
３
千
円
×
１
３
０
万
本

※
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市

町
村
の
明
る
い
街
づ
く
り
や
環

境
対
策
、
高
齢
化
対
策
な
ど
地

域
住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に

使
わ
れ
ま
す
。

松
竹
新
派
特
別
公
演

● 

日
時
＝
９
月
24
日
（
日
）

　

18
時
30
分
〜

● 

入
場
料

　

Ｓ
席
＝
５
，
０
０
０
円

　

Ａ
席
＝
４
，
０
０
０
円

　

Ｂ
席
＝
３
，
０
０
０
円

Information

■テレホンガイドかのや　☎０９９４-４２-４０００
　（平　日） イベント等を案内
　（休　日） 休日当番医及び歯科休日在宅医を案内
■大隅肝属地区消防組合テレホンサービス　☎０９９４-４３-０１１９
　（平　日） 午後５時から夜間当番医を案内
　　　　　　※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　（休　日） 休日当番医及び歯科休日在宅医を案内

９月・10月の休日当番医

月　日 医 療 機 関 住　所 電　話

９月17日
おばま病院 寿２丁目 0994-42-5235
徳田脳神経外科病院 打馬１丁目 0994-44-1119

18日
渡辺内科 川西町 0994-43-2282
かのや東病院 笠之原町 0994-42-3111

23日
児玉・上前共立病院 寿５丁目 0994-43-2510
そえじまクリニック 旭原町 0994-41-6800

24日
池田病院 下祓川町 0994-43-3434
平瀬外科 北田町 0994-43-3431

10月１日
伊東クリニック 札元２丁目 0994-43-3500
村上整形外科医院 今坂町 0994-41-2511

８日
幸田内科 寿４丁目 0994-43-5000
大隅鹿屋病院 新川町 0994-40-1111

９日
えとう小児科 札元２丁目 0994-40-3700
検見崎病院 西原１丁目 0994-43-2991

15日
こだま小児科 笠之原町 0994-41-5111
たんぽぽクリニック 川西町 0994-42-6778

◇ 鹿屋市医師会　　 診療時間　午前８時30分～午後６時

月　日 医 療 機 関 住　所 電　話

９月17日
小野医院 肝付町前田 0994-65-2314
園田医院 串良町細山田 0994-62-2888

24日
小浜クリニック 吾平町上名 0994-58-6025
新中須医院 東串良町池之原 0994-63-2010

10月１日
入佐内科 吾平町麓 0994-58-7006
山路医院 東串良町池之原 0994-63-2134

８日
高山胃腸科外科 肝付町前田 0994-65-7171
田中医院 串良町岡崎 0994-63-2045

15日
春陽会中央病院 肝付町新富 0994-65-1170
はらだ整形外科 東串良町池之原 0994-63-8080

◇ 肝属東部医師会　　　診療時間　午前９時～午後５時

月　日 医 療 機 関 住　所 電　話
９月17日 西の原歯科 打馬１丁目 0994-40-4180

18日 根木原歯科 札元１丁目 0994-41-0750

23日 はしき歯科医院 寿７丁目 0994-40-4184

24日 原園歯科 下堀町 0994-40-4118

10月１日 ひがし歯科医院 田淵町 0994-48-2015

８日 高須歯科医院 高須町 0994-47-2525

９日 平田歯科医院 古前城町 0994-43-2476

15日 松下歯科 北田町 0994-43-4182

◇ 鹿屋市歯科医師会　　診療時間　午前９時～午後３時

９月・10月の歯科休日在宅医

　 …内科　　    　…外科○内 ○外

○内
○外

※ 休日当番医及び歯科休日在宅医は、変更になることがあります。各医療機関
にご確認のうえ、受診してください。

※ 休日当番医の診療は、急病に対する応急処置ですので、翌日はかかりつけの医
師などの診療を受けてください。原則として、投薬期間は通常1日分とします。

Information

○内
○外
○内
○外
○内
○外
○内
○外
○内
○外
○内
○外

～ ～

大会式典・イベント（22日）
●時間＝ 10時～（開場：９時 30分）
　　　　※相談コーナーは９時～
●場所＝市文化会館
●内容
・保健福祉大会市長表彰等
・歯科コンテスト
・地元演芸発表
・ケロッケ（コロッケ実姉）ものまねショー
・中国大黄河雑技団

・相談コーナー〔健康（医科、歯科、くすり、 
　栄養）、福祉・介護〕

※相談コーナーにお越しの際は、「健康診断結果票」
や「お薬手帳」等をお持ちください。
・福祉バザー、味覚バザー、展示コーナー
●入場料＝無料（ただし、入場整理券が必要）
※入場整理券は、10月２日（月）から、市福祉政策課、
保健相談センター、吾平・輝北・串良の各総合支所、
高隈・大姶良・高須・花岡の各出張所、中央・寿・
西原の各サービスコーナーで配布します。

【問い合わせ】
　市福祉政策課　☎ 0994-43-2111   内線 3132

ウォーキング大会（29日）
　鹿屋ライオンズクラブ 40 周年記念共催事業
としてメタボリックシンドローム予防のための
ウォーキング大会を開催します。
●時間＝９時～（受付）
●場所＝県民健康プラザ多目的広場（札元１丁目）
●内容
・ウォーキング５㎞
・メタボリックシンドローム予防講話　等
※どなたでも参加できます。
　（受付は当日、参加料無料・参加賞あり）
【問い合わせ】
　市健康増進課　☎ 0994-41-2110

火流星

○内
○外



武田利則さん（59歳）打馬１丁目
武田和也くん（１歳）川東町
大きく元気に育ってね。

　鹿屋中央高校女子バレー部
がインターハイで全国制覇を
成し遂げました。
　写真は、選手とスタンドで
応援する部員が人差し指を立
て『We are the champion』と
声をそろえる様子。３年前か
ら日本一になることを意識し
て、タイムアウトのたびに行っ
てきたポーズは、この日、正
真正銘の日本一のポーズにな
りました。　　（関連記事 P5）

今月の表紙

福重捺
な お

緒ちゃん（５か月）
輝北町上百引
元気にかわいく育ってネ（母…真紀）

西ノ原優
ゆ い

衣ちゃん (３歳 )札元２丁目
プクプク元気な優衣ちゃん。運動
会頑張ってね。（父母）

鹿屋市ホームページ
http://www.e-kanoya.net/

吾平総合支所 吾平町麓 3317番地 ☎ 0994-58-7111
輝北総合支所 輝北町上百引 3914番地ロ ☎ 099-486-1111
串良総合支所 串良町岡崎 2059番地 ☎ 0994-63-3111

　 　　  平成 18年９月 13日発行　No.017
　　　発行／ 鹿屋市役所　　編集／ 総務部秘書広報課

〒 893-8501 鹿屋市共栄町 20番 1号
　　　　　　  ☎ 0994-43-2111

No.9

平成 18 年８月 1日現在

吉倉瑠
りゅうた

汰くん（１歳）
串良町下小原
わが家のヒーロー（父母）

対前月比
総　数 105,815 人　 (  +34 )
男 50,229 人　 ( － 11)
女 55,586 人　 (  +45 )
世帯数 44,100 世帯 (  +39 )

面　積　448.33 ㎢

みなさんの元気いっ
ぱいの写真を広報紙
に掲載してみません
か。年齢は問いませ
ん。秘書広報課 ( ☎
0994-31-1123) まで
ご連絡ください！

広報

　藤安伊
い ぶ き

吹くん（９か月）
　李

り お

緒ちゃん（２歳）吾平町麓
笑顔の似合う元気な姉弟になぁれ !!
（父母）

○左
○右


